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1 メインスクリーン 
メインスクリーンには、3つのセクションがあります： 

 

 

  
  

ステータス、実測値、進度の表示 

設定値入力エリア 

遠心機の制御、メニュー、ヘルプ 
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1.1 実測値と進度の表示 

メインスクリーン上部には、ステータス、実測値、遠心分離の進度が表示されます。  

 

 

 
 

 

 

 

1- ステータスと残り時間 

遠心分離中、停止までの残り時間を表示。 HOLD モード時は、経過時間を表示します。 

遠心分離が進行中でない場合は、ステータスのメッセージがここに表示されます。  

 

ステータスの種類： 

 

ステータス 意味 

準備完了 遠心分離はスタート可能です。  

ドア オープン 遠心機の扉が開いている。 

エラー エラーが発生しています。  

中断 遠心分離が、手動で中断された。 

完了 遠心分離が最後まで完了しました。  

事前温度調整完了 事前温度調整が問題なく完了。 

ロータ無し 遠心機にローターが取り付けられていない。 

蓋が動いています ドアが開閉してしまう。 

 

  

1. ステータスと残り時間 

2. 進度 

3. 現在の温度 

4. 現在のスピード 



メインスクリーン 

6 / 74 

 

2- 進度 

その時の経過を 3段階で表示： 加速, 遠心分離、減速。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

3- 現在の温度  

現在のキャビン内温度を表示。 

4- 現在のスピード 

ローターの現在の回転速度を表示。 

1.2 設定値の入力 

ユーザーに該当の権限がある場合は、スクリーンのこの部分で、設定値の変更が可能です。 

 

 
 

それぞれのボタンを押すことで、値の入力ウィンドウが開きます。 ボタンには、現在設定

されている値が表示されています。 入力画面から戻るには、表示されているボタンを押す

か、ウィンドウ外の部分に触れてください。 ユーザーが 20秒間操作を行わない場合、ウィ

ンドウは閉じます。 

遠心分離中に値を設定し直した場合、その変更内容は即座に反映されます。  

それぞれのボタンの使用および意味についての詳細は、次項に記載があります。 

  

加速 

遠心分離 

減速 
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1.2.1 時間 

所要時間は、Time ボタンで変更できます。 

 

 
 

所要時間は、時間単位と分単位で入力ができます。 

（設定を変更すれば、秒単位での入力も可能になります。) 

 

所要時間のモードは 3種類あります。 

1- 時間 

時間の入力が可能。 入力された時間が経過すると、遠心分離がストップします。 

設定時間を遠心機が最初にスタートした時点で開始するか、または加速フェーズに

到達した時点で開始するかを指定することができます。 

 

  
 

2- HOLDモード 

HOLD モード時は、時間の入力ができません。手動で停止するまで、遠心分離が続きます。 
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3- Accumulated Centrifugal Effect（ACE）機能 

X、Y * 10z で入力 

X: 小数点以上 

Y: 小数点以下 

Z: 10 のべき乗 

1.2.2 スピード 

回転速度は、毎分回転数（rpm）と相対遠心力（RCF）で入力できます。 但し、使用ロータ

ーの最高速度を超えての加速はできません。 

 

 
 

1.2.3 温度 

温度は摂氏度(°C)での入力となります。 

-20 °Cから+40 °Cの間のプラスとマイナスの値を入力することができます。 値を変更す

ると、遠心機はすぐに、ローターキャビンの温度を入力値まで下げます。 
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1.2.4 加速と減速プロファイル  

遠心機が設定回転速度に達したり停止状態になるスピードは、加速プロファイルにて決まり

ます。 

 

 
 

値は、1から 10のプロファイルとして表示されます。 設定にて定めたプロファイルと異な

る場合は、値が異なってしまうことがあります。 最も小さい数が、加速または減速が最低

速度であること、最も大きい数が最高であることを意味します。 

 

プロファイルの数によっては、減速減速プロファイルにおいて、減速のストップ速度を設定

することができます。 このオプションを使用する場合、速度は rpm で設定する必要があり

ます。 遠心機が減速段階においてこの速度に達すると、モーターの動力がストップします。 

これにより、それ以上の減速は行われず、モーターによって減速段階が延びることもありません。 

 

   
 

 

選択したプロファイルは、スクリーン上部の進度表示部分に表示されます。 



メインスクリーン

10 / 74 

例: 

加速プロファイルは最低加速が、減速プロファイルは最高加速が選択されています。 

 

遠心機には、Centri-Cross 機能を用いた他の Thermo  

Scientific遠心機モデルからプロトコルを容易に変換できる機能が搭載されています。 

Centri-Cross機能とは、従来の Thermo Scientific Sorvall RC3 BP +や Thermo 

Scientific Sorvall RC 12 BP +、Thermo Scientific Cryofuge 6000i、Thermo 

Scientific Cryofuge 8500i の加速と減速プロファイルに匹敵する機能です。 

プロファイルは、「設定」でセットアップできます（プロファイルの設定の項を参照）。 

従来のモデルによっては、加速と減速プロファイルの他にもオプションがあることがありま

す。 

ここでは、加速プロファイルにおいてスロースタートのオプションが、減速プロファイル

においてスローストップのオプションがあります。 プロファイル選択部分が無効になって

います。 オプションを有効にすれば、該当プロファイルの選択ができるようになります。 

オプションが無効の場合は、どちらも最速のプロファイルが有効となります。

最低加速 最高減速 
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1.2.5 プログラム 

現在選択されているプログラムの名前、または、プログラム選択ボタン。 このボタンを押

すと、プログラムリスト（プログラムの項目を参照）が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2.6 ローター 

現在使用されているローターの名前、または、ローター取付けボタン。 

 

 
 

ローター取付けボタンを押すか、実際にローターを取り付けると、ローター情報が表示され

ます。 

不明なローターを使用する場合は、まずローターのデータをインポートする必要があります

（USB インポート・エクスポートの項目を参照）。 
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1.2.7 シリアル番号 

設定にて、全シリアルナンバーを入力のオプションを有効にすると、ローターとビーカーのシリアル

ナンバーをローターのウィンドウで入力、または、バーコードリーダーでスキャンして読み取ること

ができます。シリアルナンバーを割り当てることで、それぞれのローターやビーカーのサイクルを記

録することができます。 

最初に、入力されたシリアルナンバーの使用するバケットタイプを選択します。 

 

  
 

ID を設定のボタンを押すと、シリアルナンバーの手動入力やバーコードリーダーでの読み取りがで

きます。 
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ウィンドウ上部の矢印でローターと個々の異なるバケットを切り替えることができます。 

シリアルナンバーをバーコードリーダーで読み取ると、画面が次のスキャン画面に飛びます。 

選択されているエレメントは、黄色く表示されます。 シリアルナンバーが割り当てられて

いない物はグレーで、シリアルナンバーのある物は青く表示されます。  

 

シリアルナンバーはそれぞれ、一度のみ割り当てることが可能です。 シリアルナンバーが

同じ型の異なったビーカーに割り当てられてしまった場合、サイクルはキープされますが、

異なる型のビーカーに割り当ててしまった場合は、元の割り当てとサイクルが消去されます。 

 

ローターパラメータのウィンドウで違うビーカーが選択されていると、ウィンドウを開いて

から行った変更は全て消去されます。 データを保存するには、ローターパラメータのウィ

ンドウ内にある適用ボタンを押してください。 Cancel またはウィンドウ外の部分を押すと、

ウィンドウは閉じます。その場合、変更は保存されていません。 

 



メインスクリーン 

14 / 74 

 

 
 

使用のローターとビーカーにシリアルナンバーが割り当てられると、ID 情報ボタンが有効

になります。 ID情報ボタンを押すと、ローターとビーカーのシリアルナンバーを表示した

り変更することができます。 それぞれのサイクル数も表示されます。 ローターの遠心分離

過程毎に、1サイクルがカウントされます。 

前回同じ型において使用されたローターやビーカーをセットした場合、使用したシリアルナ

ンバーが再度表示されます。  

シリアルナンバーは、経過ログに記録されます。 
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1.3 遠心機の制御エレメント 

メインスクリーン下部は、遠心機の制御に使用することができます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠心機の制御部分には、様々なボタンを表示することができます： 

 

 

扉が閉まりローターが設置されている状態で緑のスタートボタンを押

すと、その際設定されている値を使用して遠心機が始動します。 

扉が開いている場合は、スタートボタンを押すことで扉が自動的に閉

まります。 

 

プログラム選択時に設定時刻でスタート  のボタンが有効になって

いると、 緑のスタートボタンの代わりにこのボタンが表示されます

（設定時刻でスタート の項目を参照）。 

 

赤いストップボタンを押すと、遠心分離の運転が停止します。 進度の

表示が、減速段階となります。 

設定時刻でのスタートを予定していたが、開始時間がまだだった場合

にストップボタンを押すと、設定時刻でのスタートはキャンセルされ

ます。 

 

遠心機の扉を開けます。 

 

遠心機の扉を閉じます。 

 

扉を操作することが不可能な状態。 扉が開いていながら遠心機をオン

にすると、このステータスとなります。 この場合、扉の自動操作を再

設定 

遠心機の制御エレメント 

ユーザーログイン 状況に応じたヘルプ 
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び可能にするには、扉を手動で閉じる必要があります。 

1.4 メニュー 

この  マークで、メニューを呼び出すことができます。 メニューには、更なる機能が

あります。 

1.5 ユーザーログイン 

下の方に、ユーザーPINの設定で保護されているかによって、様々なアイテムが表示されます。 

 

• 鍵マーク  

設定において、ユーザーPIN で保護のオプションが無効になっている場合、鍵マーク

が表示されます。この場合、ユーザーログインをしなくても遠心分離をスタートする

ことができます。ユーザーは、遠心機に設定されているユーザーレベル（ユーザーの

項目を参照）に応じて、ある一定のレベルまで遠心機を使用することができます。こ

のボタンを押すと、ウィンドウが開き、ユーザーレベルを変更することができます。 

変更には、マスター・パスコード（設定 の項目を参照）が必要です。 

 

• ログイン  

設定で、ユーザーPINで保護オプションが有効になっていると、ログインボタンが表

示されます。 ここでは、ユーザーはログインする必要があります。 ユーザーがロ

グインされていない場合、遠心分離を行うことができません。 ログインボタンを押

すと、 PINコードを入力する画面が有効になりますので、 登録済みのユーザーは、

それぞれ選んだ PINでログインすることができます。 

1.6 状況に応じたヘルプ 

この  ボタンを押すと、状況に応じたヘルプが表示されます。 この機能が有効になっ

ていると、このボタンのマークと色が変わります 。 

このモードでは、ユーザーインターフェースの如何なるエレメントをも押すことができ、 

そうすることで、該当ボタンの機能を説明する短い文章が表示されます。  

この機能は、ユーザーインターフェースのどのエリアでも使用することができます。 
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例（温度ボタン）： 

 

 

この機能は、 ボタンで無効にすることができます。 
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2 ライトハウスモード 
メインスクリーンにおいて 30秒間何の入力も行われなかった場合、ライトハウスモードに

切り替わります。 このモードでは、ステータス、実測値、進度がより大きく表示されます。 

 

 

   
 

 

 

 

設定値の入力箇所が消え、代わりにそこに進度表示が出現します。 時間は拡大表示され、

離れた場所からも遠心分離のステータスがはっきりと見えるようになります。 遠心機を停

止することも可能です。 画面に触ると、ライトハウスモードは終了します。 

  

通常モード ライトハウスモード 



USBインポート・エクスポート 

19 / 74 

 

3 USB インポート・エクスポート 
経過ログ、ローターのログ、プログラム、ユーザーは、USBスティックにエクスポートする

ことができます。 プログラムとユーザーは、インポートも可能です。 同言語かつ同プロフ

ァイルの設定でエクスポートしたデータのみ、インポートすることができます。 

 

エクスポートのファイル形式は CSVです。 データは、MicrosoftExcel™等のスプレッドシー

トのプログラムで編集することができます。 経過ログは、PDF形式でのエクスポートも可能

です。 

 

インポートとエクスポートに使用する USBスティックは、FAT32ファイルシステムの物であ

る必要があります。 

 

遠心機がネットワークに接続している場合、経過ログは PDFファイルとして遠心機の IPア

ドレスを使い httpのポート 801でダウンロードすることもできます。 つまり、例えば遠心

機の IP アドレスが 192.168.0.1の場合、ダウンロード用のアドレスは

http://192.168.0.1:801となります。 

 

遠心機に不明のローターを取り付ける場合、ユーザーは該当ローターのデータをインポート

するよう指示が出ます。 それゆえローター納品の際は、適切な USB スティックが同封され

ています。 ローターのデータを遠心機に入れるために、このスティックをご利用ください。 
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4 パワーオーバーイーサネット（PoE） 
この機能は、遠心機が PoE適応の機器とネットワーク上で接続している場合に使用できます。  

その場合、遠心機のスイッチがオフになっていても、遠心機の画面はネットワーク接続を通

して電源を得ることが可能です。 この状態では、遠心分離は行うことができません。 しか

し、再び遠心機のスイッチを入れると、PoE なしの場合と比べてスピーディに準備状態にな

ることができます。 

 

遠心機はオフでも PoE対応機器にネットワーク上で接続している場合、ディスプレイは以下

の通りです： 
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5 GMP モード 
設定で GMP モードが有効になっていると、ユーザーはワークフローにガイドされます。 こ

の場合、バーコードリーダーを使ってユーザーとプログラムを選択することができます。 

また、血液バッグのシリアルナンバーも、手入力またはバーコードリーダーを使用して読み

取ることができます。 

5.1 GMP ワークフロー 

GMP ワークフローの各ステップは以下に記載があります。 

 

1. ユーザーログイン 

ログインには、ユーザーに割り当てられたバーコードを読み取る必要があります。 

 

 
 

ユーザー管理部分において既にバーコードを割り当てられたユーザーのみ、バーコードにて

ログインすることができます（ユーザー の項目を参照）。 

多くの権限が与えられているユーザーは、GMP ワークフローを一時的に中断し設定を行うため

に、管理者ログインボタンでログインすることができます。 

多くの権限が与えられているユーザーがログアウトすると、GMP ワークフローは再び有効とな

ります。  

 

2. プログラム選択 

ユーザーがログインすると、必要なプログラムのバーコードをスキャンして読み込みます。 
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プログラム管理エリアにおいて既にバーコードを割り当てられたプログラムのみ、バ

ーコードでの選択が可能です（プログラム の項目を参照）。 

 

3. 製品識別 

プログラムが選択されると、血液バッグのシリアルナンバーが入力されます。 
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全てのシリアルナンバーの入力が済んだら、定義済みの END バーコードをスキャンし、

データ入力モードを終了します。 

 

4. 扉を閉め、遠心分離を開始 

全てのシリアルナンバーの読み込みができたら、扉を閉めて遠心分離を開始するこ

とができます。 

 

 
 

5. ユーザー識別 

遠心分離が完了し遠心機の扉を開けたら、ユーザーバーコードをバーコードリーダ

ーでスキャンしてください。  
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この作業は、血液バッグを遠心機から取り出したユーザーを識別するために行われ

ます。 このステップの後、ワークフローは再び最初から始まります。 

ワークフローの流れは、以下の図の通りです： 

スキップ 

設定において、スキップを可能にするというオプションを有効にすると、今のステップから

それ以前のステップ全てスキップすることができます。 

血液バッグ ID 

プログラム ID 

ユーザーID 

End バーコード 

遠心分離 

結果 

ユーザーID 
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5.2 定義済みバーコード 

バーコードリーダーの使用を簡単にするため、定義済みバーコードが 2つあります： 

 

• 終了 

血液バッグのシリアルナンバーのスキャンが完了したら、このバーコードをスキャ

ンしてください。 

 

 
 

• キャンセル 

このバーコードをスキャンすることで、GMP ワークフローにおける現在のステップが

リセットされます。  
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6 メニュー 
メニューは 3つの部分に分けられています： ヘルプ、運転、コンフィグレーションです。 

各々、サブメニューが用意されています。 メニューからメインスクリーンに戻るには、今

一度メニューボタンを押すか、画面上部の マークを押すか、タイトル部分左を押します。 

 

 
 

 

サブメニューからアイテムを選択すると、それぞれ該当の画面が開きます。 
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6.1 ヘルプ 

6.1.1 トレーニング用動画 

トレーニング用動画というサブメニューには、遠心機使用方法における様々な説明ビデオが

あります。 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

動画選択リスト 

動画 

前の動画 

動画を再生 

動画を停止 

次の動画 
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6.1.2 取扱説明書 

取扱説明書というサブメニューにおいては、遠心機使用方法についての文章説明があります。 

 

 
  

トピックセレクション 

トピックテキスト 
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6.1.3 計算機 

計算機は、使用するローターが違っても同じ結果が出るようサポートします。 

計算機は、特定の速度と時間が入力された比較ローター同様に、現在設定された速度を使用

してサンプルに同じ力を適用するために必要な時間を割り出すことができます。 

 

  
 

ローターの選択機能では、ローターと、該当ローターに適用する場合は、ビーカーのタイプ

を選択することができます。 

ローター情報の部分には、選択したローターの値が表示されます。 

値の変換の部分には、各サイド 4つの値があります。 

1. 回転速度、RPM 

この部分は、今選択されているローターの最高速度が表示されます。 ローター双方

において、値を変更することが可能です。 

2. 時間 

ローター1の所要時間は、ここで入力できます。 ローター2の時間は、ローター1と

2の速度とローター1の所要時間から割り出されるため、別途入力することはできま

せん。 

3. 遠心機の速度、相対遠心力（RCF） 

4. K係数 

LoadSettingsを押すと、現時点での設定値としてスピードと所要時間を設定することがで

きます。 設定の読み込みが完了すると、メインスクリーンの画面に戻ります。 

ローターの選択 

ローター情報 

値の変換 

ローター2のパラメ

ータを設定値として

読み込む 



メニュー 

30 / 74 

 

6.2 ラン 

6.2.1 プログラム 

プログラムというサブメニューでは、ユーザーは、設定値の組み合わせをプログラムとして

保存することができます。 プログラムを読み込むと、保存されていた値が現在の設定値と

なります。 

 

 
 

このサブメニューには、既に組み込まれているプログラムが 2つあります：  

• プレクーリング 

• QC ラン 

これに加え、ユーザーが作成したプログラム全てがここにリストアップされます。 このマ

ーク は、読み込んであるプログラムの所に表示されます。 この  マークを押すと、

設定時刻でスタートの機能が有効になります。 元からの組込みプログラムの場合は、マー

クはプログラム名の後に、ユーザーが設定したプログラムの場合は、詳細表示画面でマーク

が表示されます。 
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詳細表示 

ユーザーが設定したプログラムの名称をクリックすると、詳細表示画面が出ます。 

 

 
 

ここでは、選択したプログラムに関連する情報をすべて見ることができます。 このプログ

ラムが今有効となっている場合は、 マークがプログラム名の横に付きます。 この画面で、

ユーザーが設定したプログラムにおいて、設定時刻でスタート機能を有効にすることができ

ます。 

 

タイマースタート 

このモードでは、選択したプログラムを使って遠心機が始動する時刻を入力することができ

ます。 

あるプログラムを ボタンで有効にし、読み込むと、通常のスタートボタン の代わ

りに、遠心機の制御部分に設定時刻でスタートのボタンが現れます 。 

このボタンを押すとウィンドウが開き、そこで時刻を入力します。 入力した時刻になった

ら、自動的に遠心分離がスタートします。 ストップボタンを押すと、設定時刻でスタート

はキャンセルされます。 
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新規・編集 

これらのボタンのうちどれかを押すと、プログラム編集画面になります。 ここでは、プロ

グラムの設定値を決めることができます（プログラム編集の項目を参照）。  

ログイン済みのユーザーが該当権限を持っている場合、既存のユーザー設定プログラムを選

択すると、編集ボタンが現れます。  

搭載の組込みプログラムは、編集することができません。  

読み込む 
選択したプログラムを読み込むには、読み込むボタンを押します。 読み込みが完了したら、

メインスクリーンに戻ります。 プログラムの値が、設定値となります。 

インポート・エクスポート 
プログラムは、USBスティックしてインポート及びエクスポートすることができます。 

プログラム編集 

メインスクリーンのようにここでも、後に使用する設定値を設定することができます。 値

の設定方法は、メインスクリーンの場合と同様です（設定値の入力 の項目を参照）。 

 

現在の時刻 

予定開始時刻 

00:00:00で入力 

現在の時刻に設定 
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プログラム編集では、設定値の入力部分の下に、以下の 2つのボタンがあります： Enter 

Name  と Select Rotor 。 

 

 
 

名前の入力を押すとウィンドウが開き、スクリーンキーボードを使用してプログラム名を

入力することができます。 
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キーボードの下にある項目で、プログラムのバーコードと色を割り当てることができます。

バーコードは、GMPモードにおいて、バーコードスキャナーでプログラム選択をする際に使

うことができます。 選択した色は、プログラムの概要及び詳細表示画面に表示されます。 

色の割り当ては任意ですが、色を割り当てるとプログラムを見分けやすくなります。 選択

可能な色は既に決まっており、変更することはできません。 

 

 
 

ローターの選択を押すと、システム内に保存されている全ローターのリストが表示されます。 

ここで、プログラムに適したローターを（必要に応じてビーカーも）選びます。 
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ステップラン 

ステップランとは、複数のステップから成る遠心分離過程のことです。 各ステップにて、異

なる設定値を設定でき、それらのステップは次々に続けて実行となります。 ステップランを行

うには、プログラム編集の画面でステップランを作成を押します。 

 

 
 

また、ステップランを作成を押すと、他のオプションも可能になります。  
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各ステップにて、それぞれ時間と速度の値を設定できます。 あるステップが次のステップよ

り低速の場合、加速プロファイルを選択することもできます。 前のステップが次のステップ

より速い場合は、減速プロファイルを選択できます。 

 

以下のパラメータは、各ステップにおいて別々に設定することができず、第一ステップ編集

時にのみ変更が可能です： 

• 温度 

• 速度の単位 

• 時間の単位 

• 時間の開始は加速開始時点からか、あるいは、ある速度に達してからかの設定 

 

1回のステップランで、最大 30ステップまで可能です。  
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進度を表すディスプレイに表示されている曲線は、各ステップにて設定した速度によるもの

です。 曲線が高ければ高いほど、速度が速いことを意味します。 

 

  
  

前のステッ

プ 

現在のステッ

プを消去 

現在のステップ/ス

テップ総数 

追加ステ

ップ 

次のステ

ップ 

現在のステップがマークされて

います。 

ステップを選択するには、その

ステップを押します。 
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プレクーリング 

過度な高温もしくは低温によるダメージをサンプルに与えないようにするため、事前温度調

整のプログラムを用意しています。 

 

  
 

このプログラムにより、ローターキャビンの温度を設定値まで調整します。 このプログラ

ムでは、温度パラメータについてのみ設定値を変更することができます。 その他の値は、

自動算出されます。 

QC ラン 

この組込み済みプログラムでは、ユーザーが設定したプログラムを全て、順番に実行するこ

とができます。 

適切なローターが割り当てられているプログラムのみが、対象となります。 HOLDモードを

ベースとしたプログラムは、対象外です。 プログラムは、温度の高い順、速度の遅い順で

ソートされます。 
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QC ラン実行中、各プログラムの設定値に達したかのチェックが為されます。 ここではプロ

グラムの実用性を確認し、機能しない部分があればそれを発見します。 

 
 

プログラムの終わりまで、または、ステップランの場合はステップの終わりまでに設定温度

に達しなかった場合、該当のプログラム或いはステップが繰り返し行われます。 

プログラムの終わりまで、または、ステップランの場合はステップの終わりまでに設定速度

に達しなかった場合、QCランは中断します。 
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プログラムの終わりまでに設定値に達すると、QC ランは次のプログラムに移り、 これはエ

ラーが発生するか該当プログラム全てが完了するまで続きます。  

 

 
 

QC ラン完了後、ユーザーはその結果を見ることができます。  
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6.2.2 ランログ 

経過ログには、経過が毎回時系列で記載されています。 最大 120回分の記録を保存してお

くことが可能です。 この回数を超えた場合、古いものから順に削除されていきます。 

 

 
 

 

 
 

  

  
プログラム

名 

該当回を運転

したユーザー

名 

完了した日付

と時間 

該当回完了の

ステータス 
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記録内容を選択すると、各回の詳細が設定値と共に表示されます該当血液バッグのシリアル

ナンバーも全て記録され、ここに表示されます。 

 

 
 

運転開始後に設定値が変更された場合、 マークがローター名の横に表示されます。 

経過ログは、USBスティックをデバイスに接続してエクスポートすることができます。 

その際は、リストをエクスポート のボタンを押します➀。 エクスポートできるフ

ァイル形式は、CSVと PDFです。 
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6.2.3 ロータログ 

使用ローターとビーカーに関する情報は、ローターログに記録されます。 

この  マークが、現在使用されているローターの横に表示されます。 更に、ローターの

データ、この遠心機における該当ローターで行われた運転回数が表示されます。 

ローターのログは、USBスティックをデバイスに接続してエクスポートすることができます。

その際は、 リストをエクスポート のボタンを押します➀。 エクスポートのファイル形式

は CSV です。 

 

 
  

ローター情報 
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6.3 設定 

6.3.1 ユーザー 

遠心機へのアクセスを管理するため、ユーザー登録が可能です。 設定にて、ユーザーPIN

で保護またはユーザーIDログが、ユーザー記録必須またはユーザー記録任意 となっている

場合、ユーザー登録が必要となります。  

アクセスレベル 

アクセスレベルによって、稼働中のソフトウェアにおける各ユーザーが使用可能なオプショ

ンを規定することがきます。 各ユーザーに対し、いずれかのアクセスレベルを割り当てま

す。 ユーザーログインが有効となっていない場合は、遠心機のオーナーがそのアクセスレ

ベルを決めることができます。 その場合、それがこの遠心機のユーザー全員に適用となり

ます。 アクセスレベル Aは、権限が最も制限されているレベルです。 アクセスレベルが高

ければ高いほど、使用できる権限や機能が増えます。 上位のアクセスレベルは、常に下位

の権限も含むものとします。 

• レベル A 

このユーザーは、権限が最も少ないユーザーです。 現行のプログラムを使用した遠

心分離の運転開始のみ、行うことができます。 設定値やプログラムの変更はできま

せん。 

• レベル B 

このユーザーは、既存の範囲でプログラムを選ぶことが可能です。  

• レベル C 

このユーザーは、コンフィグレーションにアクセスができ、設定を編集することも可

能です。 ユーザーを加えたり編集したりすることはできません。 自身の PIN コード

を変更することができます。 

• レベル D 

このユーザーは、稼働中のソフトウェアにおける他のユーザーの管理ができます。 

ユーザーの管理 

このメニューのオプションは、ユーザーPINで保護 が有効か否かにより変化します。 
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1. 新規 

新規ユーザーの作成 

a. ユーザーPINで保護 が無効になっている 

ユーザー名のみ変更が可能です。 

 
b. ユーザーPINで保護 が有効になっている 

ユーザー名、PINコード、バーコード、ユーザーレベルが全て変更可能です。 
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2. 削除 

ユーザーの削除。 

3. ログイン 

選択したユーザーが、PIN コードを入力しログイン。 このボタンは、ユーザーPIN

で保護 が有効になっている場合のみ使用できます。 

4. インポート・エクスポート 

ユーザーデータは、USBスティックを使用することでエクスポートやインポートする

ことができます。 
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6.3.2 セッティング 

ここでは、遠心機や稼働中のソフトウェアの設定ができます。設定の変更には、まず初めにマスター

パスコードを入力する必要があります。出荷時のマスター・パスコードは、12345 です。最初にコー

ドを入力すれば、それからメニューを閉じるまでの間にした変更に関して、再度マスター・パスコー

ドを入力する必要はありません。  

アクセスコントロール 

1. ユーザーPINで保護 

このオプションが有効になっていると、ユーザーは遠心機の運転開始の際に、ログインする

必要があります。 

このオプションが有効でなければ、遠心機のスタートにユーザーログインは必要ありません。 

2、3、4 は、このオプションの有効時のみ選択が可能です。 

5 と 6 は、このオプションが無効になっている時のみ使用できます。 

2. ユーザーによる PINの変更 

このオプションが有効になっていると、ログインしているユーザーが自分の PIN を変更する

ことができます。  

3. スタート後にロックする 

遠心分離運転が開始したら、オペレーティング管理は無効となります。 設定値の変更やプロ

セスの停止は、ログインしているユーザーの PIN を入力しロックを解除してから、行うこと

ができます。 

4. ログアウト 

このオプションは、3 つから選ぶことができます： 

a. 不可 

ユーザーは自動でログアウトは去れない。 

b. ラン後 

ユーザーは、現行の運転完了後ログアウトとなる。 

c. 運転後 5分で 

ユーザーは、運転開始後何も行わなかった場合、5 分後にログアウトとなる。 

5. 装置アクセスレベル 

ここで、遠心機のアクセスレベルを設定できます。 どのユーザーも、ここで設定したユーザ

ーレベルでのみ機械の使用ができます。設定変更は可能です。 

6. ユーザーIDロギング 

ユーザーが経過ログにてどの程度記録されるかを、3 つの選択肢から選ぶことができます： 

1. ユーザーログインなし 

ユーザー名を経過ログに記録しない。 

2. 任意のユーザーログイン 

遠心分離の開始前に、ユーザーにユーザー名をログに記録するかを聞く。 

3. ユーザーログイン必須 

遠心分離開始時に、ユーザーはログに記録されるユーザー名を選択しなければならない。 

ユーザーPIN は不要です。 

 

7. マスター・パスコード 
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遠心機を保護するためのマスター・パスコードは、ここで変更することができます。 

コードの入力間違いを避けるため、二度入力してください。 

 

エナジーオプション 

3つの中から選ぶことができます。 

1. グリーンモード 

2. バランスモード 

3. 最大利用 

 

冷却システム 

予定していた冷却オプションが有効になっている場合は、開始時間の設定に冷却開始ボタン

を、冷却停止ボタンは同様に終了時間を設定するのに使用します。 遠心機の冷却システム

は、設定時間の枠内で有効となります。  

このオプションが無効になっている場合は、冷却システムは常に有効な状態です。 

遠心分離の運転が開始すると、冷却システムが常に稼働するようになっています。 

 

ローター+バケット 

これが有効になっていると、ローターとビーカーの識別用のバーコードを割り当てることがで

きます。 

 

GMP 追跡モード 

GMP 記録は、ここで有効にすることができます（GMP 記録 の項目を参照）。 

スキップが有効となっている場合、GMPプロセスのステップを個別にとばすことができます。 

 

プロファイル設定 

プロファイルの設定は、別の遠心機のタイプに変換することができます。 変換中、ユーザ

ーが設定したプログラム全てと経過ログが消去されます。 これにより、選択オプションが

変わることがあります （加速と減速プロファイル の項目を参照）。 

プロファイルの設定を変えるには、プロファイルの設定を読み込むを押します。 確認の質

問の後、プロファイルの設定を変換します。 

 

遠心分離時間 

ここで、所要時間の設定値を秒単位で入力できるようにすることが可能です。 

 

メンテナンス・メッセージ 

メンテナンスの指示表示をオンにすることができます。 

 

言語 

ここで言語を選択いただけます。 

以下の言語版をご用意しております： 

1. Български 
2. 中文 
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3. Dansk 
4. Deutsch 
5. English 
6. Eesti 
7. Suomi 
8. Français 
9. Ελληνικά 
10. Italiano 
11. 日本語 

12. 한국어 

13. Hrvatski 
14. Latviešu 
15. Lietuvių 
16. Nederlands 
17. Norsk 
18. Polski 
19. Português 
20. Română 
21. Русский 

22. Svenska 
23. Slovenský 
24. Slovenščina 
25. Español 
26. Čeština 
27. Türkçe 
28. Magyar 
29. Српски 

データのインポートの際は、エクスポートしたデータと同じ言語設定の物のみインポートが可能な点に

ご注意ください。 

 

日付 
日付の変更。 形式は、選択した言語に合わせます。 

時間 
時間の変更。 形式は、選択した言語に合わせます。 

明るさ調節 
ここで画面の明るさを調整できます。 

ランアラートの終了 
運転終了後に鳴る音を、ここで設定できます。 

遠隔操作 
スマートフォン等、外部機器からの遠心機へのアクセスを管理します。 
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6.3.3 装置 

遠心機ユニットの情報とネットワーク設定について。 

 

 
 

ネットワーク設定の変更には、マスター・パスコードが必要です（設定 の項目を参照）。 

  

デバイス情報 

ソフトウェア情報 

ユーザーのデバイス名とデバイス

ロケーション 

IPアドレスを DHCPから取得、ま

たは、手動入力 
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6.3.4 コンタクト 

問合わせ先の詳細は、こちらから。 

 

 
  

 

所有者詳細は、所有者名、電話番号、メールアドレスです。 この情報を変更するには、マ

スター・パスコードが必要となります。 この情報は、この機械にのみ表示されている情報

です。 エラーが発生した場合には、ここに記載のある人物に連絡をすること。 

  

所有者詳細 

製造者の問合わせ先 
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7 Thermo Scientific Centri-Vue アプリ 

7.1 ご利用環境 

• Thermo Scientific遠心分離機と Thermo Scientific Centri-Touch ユーザー インタ

ーフェイスのソフトウェア 

• Thermo Scientific™ Centri-Vue™ アプリ 

• ローカルエリアネットワーク (LAN) 

7.2 クイックガイド 

本クイックガイドでは、遠心分離機と Centri-Vueアプリを接続する方法を説明します。 

1. タッチスクリーン・ユーザー・インターフェースのソフトウェアを遠心分離機にイ

ンストールします。 

2. 遠心分離機の遠隔操作においては、タッチスクリーン・ユーザー・インターフェー

スにて幾つかのオプションを変更する必要があります。 遠隔でのアクセスを可能に

するには、セッティング (ステップ 1-3) を選択し、「Remote Control」のチェックボック

スにチェックを入れます (ステップ 4)。 

 

 
 

3. Centri-Vue アプリを、ご利用のスマートフォンにダウンロードし、 インストール

してください。 

4. スマートフォンと遠心分離機は、同じ IP の範囲の同一の LAN 内になければなりません。 
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5. Centri-Vueアプリを起動します。  

6. Discovery スクリーンを選択します. 

 

  
 

7. 検出メニューで New discovered devices のリストを開くと、 ネットワーク上に

ある遠心分離機を探すことができます(ステップ 1 及び 2)。 

 

 
 

8. 接続プラグインがインストールされた遠心分離機は、同一 LAN 内にあれば自動で認

定されます (ステップ 3)。 

9. 該当の遠心分離機を選択します。 

10. Add Device  を選択して、Overviewメニューのデバイスリストに遠心分離機を 

追加します。 

オプション：遠心分離機に関する情報も追加することが可能です。 Information 

 欄を選択します。 
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11. アプリはメインメニューに切り替わり、インフォメーションブロック内に追加され

た遠心分離機が表示されます (名称、情報、ステータス)。 

 

 
 

12. 追加された遠心分離機を選択すると、詳細表示に切り替わります。 

13. リモコンの場合は、Request Remote  を選択して詳細表示します。 
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14. 新規リモート IDを作成します。 設定画面の 新しり ID の作成  を選択します。 

 

 
 

15. Centri-Vueアプリのリモートアクセススクリーンのリクエストでは、 IDの手動入

力や QRコードの読み取りによる登録も可能です。 

16. Verify  を選択します。 
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17. 遠心分離機のリモートアクセスが可能になっている場合、スタートボタンは緑色に

なっています。 

 

 

 

7.3 接続プラグイン (タッチスクリーン・ユーザー・インター

フェース) 

7.3.1 リモート設定 

遠隔操作(スマートフォンのアプリでスタート・ストップ)を可能にするには、 以下の通り

設定を変更する必要があります。 遠心分離機のステータスをスマートフォンにて確認した

いだけ (確認のみのアクセス) の場合は、タッチスクリーン・ユーザー・インターフェース

にて「Activate Remote Access」のチェックボックスを選択する必要はありません。 

遠隔操作フィーチャーの設定は、タッチスクリーン・ユーザー・インターフェース設定メニ

ューの最後のページにあります。 
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以下のオプションが可能です： 

1. リモートコントロール: 遠隔操作を可能・不可能にするチェックボックス (要マス

ターパスコード) 

2. 認証: 新しいIDを作成するを選択し、リモートセッション用の新しいコード (ID) を作

成します。セットアップによっては、ユーザー認証が必要になる場合があります。 

3. QR コード: 作成された IDが、QRコードとして表示されます。 

4. 数字コード: 作成された IDが、テキストフォーマットで表示されます。 

 
 

7.3.2 アクセスコントロール設定 

遠心分離機には、2種類のユーザーモードがあり、使用するモードによって遠隔操作フィー

チャーの動きが異なります。 

1. 閉鎖環境の遠心分離機: オプションの「Access Control」が選択されている場合、 

ログインせずに遠心分離機をスタートさせることができません。 リモート IDは、

ユーザーがログインした状態でのみ作成することができます。 

2. オープン環境の遠心分離機: オプションの「AccessControl」が選択されていない状態です。 

ログインなしで遠心分離機をスタートさせることができます。 ユーザーIDのログ

インは 3種類あります: 

a. ユーザーログインなし 

b. 任意のユーザーログイン 

c. ユーザーログイン必須 

遠心分離機を遠隔操作ですることができるため、また、遠心分離機がユーザ

ーのログイン目的を知る必要があるため、どれを選択するかによって、遠隔

操作フィーチャー使用にログインが必須となります。 
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7.4 Centri-Vue アプリ 

Centri-Vue アプリで、LAN内の使用可能な遠心分離機を検出し、 任意ユーザー追加情報の

ある近くの遠心分離機のリストを作成することができます。 この情報は、遠心分離機の項

目にロケーションを追加する際に使用することができます。 

7.4.1 Overview メニュー 

1. 手動で遠心分離機を追加するには、New を選択します。 

2. リスト表示: 追加された遠心分離機のリストを表示します。リスト内には以下の情

報が含まれています: 

a. 遠心分離機の名称(名称が入力されていない遠心分離機の場合、代わりに遠心

分離機の IPアドレスが表示されます) 

b. 任意情報 (ロケーション情報等) 

c. 遠心分離機ステータス 

遠心分離機の項目を選択すると、遠心分離機 0 の詳細表示を表示することができます。 

3. Overview を選択すると、メインメニューに戻ります。 

4. Discovery を選択すると、検出メニューに切り替わります。 

 

 
 

保存した遠心分離機の情報を編集したり削除するには、リストを選択し触れたままの状

態でいてください。 この画面への詳細情報は以下のとおりです。 
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遠心分離機ステータス 

遠心分離機のステータスには、以下の種類があります: 

• DOOR OPEN (扉が開いている状態) 

• READY (遠心分離機がスタートできる状態) 

• ACCELERATING (遠心分離機のスピードが増している状態) 

• RUNNING (遠心分離機が運転中の状態) 

• STOPPING (遠心分離機が減速している状態) 

• COMPLETE (ランが無事に終了した状態) 

• STOPPED (ランがキャンセルされた場合) 

• POWER DOWN (遠心分離機のスイッチがオフにされた場合) 

注意 この表記は、遠心分離機が PoE でネットワークに接続されている場合にのみ 

表示されます。 

• DISCONNECTED (ネットワーク時間切れ) 

遠心分離機にエラーが発生した場合、赤いバツ印が表示されます。 

7.4.2 Discovery メニュー 
1. New discovered devices: 新しく検出を開始するためには、このアイテムリストを

開いてください。 

2. リスト表示: 同一ネットワーク内にある遠心分離機がすべて表示されます。 各遠心

分離機に対し、以下の情報が表示されます: 

a. 遠心分離機の名称 

b. 遠心分離機の IPアドレス 

3. Overview を選択すると、メインメニューに戻ります。 

4. Discovery を選択すると、検出メニューに切り替わります。 
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7.4.3 詳細表示 

保存されている遠心分離機の詳細情報を入力するには、遠心分離機の項目を選択してください。 

詳細表示画面は、タッチスクリーン・ユーザー・インターフェース。ソフトウェアのメインスク

リーンに大変似ており、遠心分離機の現在値を表示します(1 秒あたりのリフレッシュレート)。 

パラメーターは全て読み取り専用で、変更は遠心分離機での直接操作でのみ可能となっています。 

1. ユーザー (任意): 遠心分離機をスタートさせるのにユーザーログインが必要な場合、

ユーザーネームがここに表示されます。 

2. 遠心分離機の名称:遠心分離機の名称が表示されます。 遠心分離機の名称が設定され

ていない場合は、遠心分離機のIPアドレスが表示されます。 

3. 時間表示: どのプログラムを選択したかにより、経過時間または残り時間が表示さ

れます。 

4. ステータス表示: 遠心分離機の進行状態をグラフで表示します。 

5. 現在速度: 遠心分離機の現在の速度が表示されます。 

6. 現在温度: 遠心分離機の現在の温度が表示されます。 

7. ACCEL:遠心分離機の加速を指定します。 

8. TIME: 遠心分離機の所要時間を指定します。 

9. DECEL: 遠心分離機の原則を指定します。 

10. SPEED: 遠心分離機の設定速度を指定します。 

11. TEMPERATURE: 遠心分離機の設定温度を指定します。 

12. プログラム表示: 予め設定されていたプログラムが使用されているかを表示します。 

13. ローター表示: 取り付けられたローターの名称を表示します。 

14. Request remote: このボタンで 「Request remote access」 メニューに切り替わります。 

15. Overview: このボタンで 「Overview」 メニューに切り替わります。 

16. Discovery: このボタンで 「Discovery」 メニューに切り替わります。 
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エラー中の詳細表示 

遠心分離機にエラーが発生した場合、詳細画面にメッセージが表示されます。 エラーメッセ

ージは、エラーが解決されるまで、詳細表示画面に切り替える度に表示されます。 詳細表示の

大きな赤バツ印を選択すると、エラーメッセージを手動で開くことができます。 

 

 

7.4.4 遠心分離機を追加する 

ネットワーク上で検索 

遠心分離機の IPアドレスがわからない場合、検出機能を使って遠心分離機を検出すること

ができます。 以下の手順で行ってください: 

1. Discoveryメニューに切り替えます。 

2. New Discovered devices のリストを開きます。 

3. 検出された遠心分離機の名称と IPアドレスが、リスト上に表示されます。 

注意 遠心分離機に名称が入力されていない場合、名称の項目は空欄となります。 

4. ご希望の遠心分離機を選択します。 

「Add New Device」 メニューが開きます: 

1. Cancel: 保存せずに 「Add New Device」 メニューを閉じます。 

2. Name: 遠心分離機の名称が表示されます。 名称は自動で検出され、編集することは

できません。 名前の検出ができない場合は、「Device name Example」 が表示され

ます。 

3. IP-Address: IPアドレスは、自動で入力されます。後から編集も可能です。 

4. Information: 遠心分離機を識別しやすくするために、追加情報を入力することが可

能です。 
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5. Add Device: このボタンでメインメニューに遠心分離機を追加することができます。 

保存が問題なくできたら、アプリのメインメニューに切り替わり、追加した遠心分

離機が表示されます。 

 

 
 

手動で追加する 

遠心分離機の IPアドレスがわかっている場合 (検出されたデバイスを選択してから)、 遠

心分離機をメインメニューに手動で保存することができます: 

メインメニューで New を選択します。 

Add New Device メニューが開きます: 

1. Cancel: 保存せずに 「Add New Device」 メニューを閉じます。 

2. IP-Address: IPアドレスがある場合は自動で入力されます。 

3. Information: 後で遠心分離機を識別しやすくするために、追加情報を入力すること

が可能です。 

4. Add Device: このボタンでメインメニューに遠心分離機を追加することができます。 

保存が問題なくできたら、アプリのメインメニューに切り替わり、追加した遠心分

離機が表示されます。 
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遠心分離機追加エラー 

遠心分離機がメインメニューに追加できない場合、原因は 2つ考えられます: 

1. 同じIPアドレスの遠心分離機が既にローカルリストに保存されている。 ポップアッ

プメッセージがエラーを表示します。 

 

 
 

2. IP アドレスのフォーマットが有効でない。 IPアドレスは、(x.x.x.x)というフォー

マットである必要があります。 また、数字のみ可能です。 向こうフォーマットの

IP アドレスが入力された場合、外枠が赤くなり、デバイスを追加のボタンが押せな

い状態になります。 

 

 

7.4.5 遠心分離機の入力を編集する 

遠心分離機の入力情報は、メインメニューで編集および削除可能です。 遠心分離機の入力

情報を編集するには、編集を選択し押し続けてください (約 3秒間)。 以下が選択できる編

集メニューが開きます: 

1. Edit を選択すると、遠心分離機の編集メニューが開きます。 

2. Delete を選択すると、遠心分離機の入力情報が削除できます。 その途に続く質問

にYesを選択した段階で、削除が行われます。 

3. Cancel を選択すると、メインメニューに戻ります。 
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Edit を選択すると、「Edit Device」 メニューが開きます。 

1. Cancelを選択すると、メインメニューに戻ります。 

2. Name: 遠心分離機の名称変更は、遠心分離機での直接操作でのみ可能 となっている

ため、ここでの編集はできません。 

3. IP-Address: 保存されたIPアドレスは、ここで変更することができます。 

4. Information: インフォメーション欄は、ここで編集することができます。 

5. Save: 変更を保存します。 
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7.4.6 遠隔操作 

条件:遠心分離機のリモートアクセスが可能になっていること。 

Request remote access メニュー 

詳細表示画面にて「Request Remote Access」 を選択すると、Request remote access メニ

ューが開きます。 

1. Cancel を選択すると、メインメニューに戻ります。 

2. ID: 遠心分離機のリモートIDは手動で入力ができます。 

3. Scan QR Code: 内蔵のQRスキャナーが開きます。 

4. Verify: 入力したコードあるいはスキャンしたコードを確定します。 

 

 
 

確定が問題なく行われると、該当のスマートフォンに新規のセッションが作成されます。 

手動入力 
1. 遠心分離機の新規IDを作成する。 

2. 「Request Remote Access」 メニューの「ID」欄を押します。 キーボードが表示

されます。 

3. 数字のIDを、スマートフォンの入力欄に入力していきます。 Verify を選択します。 
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QR コードで入力 
1. 遠心分離機の新規IDを作成する。 「Request Remote Access」 メニューで Scan 

QR Code を選択します。 

2. 内蔵のQRスキャナーが開きます。 

3. 遠心分離機のQRコードを、QRスキャナーで読み取ります。 

4. QRコードの読み取りが問題なく完了したら、アプリは「Request Remote Access」 

メニューに戻ります。 

5. QRコードからリモートIDが解読され、ID欄に表示されます。 IDの確認は、遠心分

離機に記載のある数字コードと比べることで行うことができます。 

6. Verifyを選択します。 問題なく確定された場合、アプリは「Detail view」 画面

に戻ります。 

 
 

遠隔接続でのエラー 

Verify を選択し、「RequestError」のメッセージが表示された場合、遠心分離機の遠隔接続 

は確立できていません。 

考えられるエラーの原因: 

• リモートIDが遠心分離機から正しく転送できていなかった。 

• 他のユーザーが既にこのリモートIDでリモートセッションを行っている。 

• 遠心分離機やスマートフォンが、同一ネットワーク上にない。 

QR コードがスキャナーで認識されない。 
1. QRコードの読み取りを正しくスムーズに行うためには、スマートフォンをQR上で水

平に持っていてください。 

2. QRコード全体が、スキャナーの明るくなっている部分に収まるようにしてください。 

3. QRコードに焦点が合わない場合、スマートフォンのカメラに問題ないか、カメラの

レンズに汚れが付いていないかを確認してください。 
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リモートセッションを終了する 

リモートセッションは、手動で終了することができません。 しかし、以下の場合にはリモ

ートセッションが自動で終了します: 

• 遠心分離機で新規リモート IDが作成された場合。 

• ユーザーログインなしで遠心分離: 遠心分離機の扉が開いてから 5分間、スマート

フォンのアプリ上または遠心分離機にて何らかのアクションもない場合。 

• ユーザーログインして遠心分離: 現在のユーザーがログオフしている場合 (手動ま

たは自動、コンフィギュレーションメニューのコンボボックスでの選択による) 

スマートフォンのセッション管理は、遠心分離機のユーザー管理に直接付随しています。 

これは、遠心分離機においてユーザーがログインまたはログアウトしている場合、スマート

フォンのセッションが無効になることを意味します。 

有効な PoE でネットワークに接続  

遠心分離機のユーザーインターフェースは PoE1。PoE ネットワークポートに接続されている場合、遠

心分離機のメイン電源がオフにされた後も、有効なままとなります。  

この状態でいる間は、遠心分離機および Centri-Vueアプリで以下のスクリーンが表示 されます: 

 

 
 

メイン電源をオンにすると、遠心分離機は通常の運転状態に戻ります。 ユーザーインターフェース

が有効な状態でいるのを避けるためには、ユーザーネットワークポートで PoE を無効にしてください。
2 

  

 
1 可能なデバイスです。「Power over Ethernet」またはPoEとは、イーサーネットのケーブルを使用して電源供給を行うシステムのことです。 
2 ユーザーインターフェースのディスプレイの早期摩耗を防止するために、PoE の無効化を推奨します。  
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8 REST ウェブサーバー 
REST ウェブサーバーのポート: 800 (TCP)。 データは定義された JSONオブジェクトを通し

て変換されます。 

8.1 リソース概略 

以下の表は、RESTインターフェースが提供する方法のリストです。 

8.2 リソースの詳細 

GET <device ip>:<port>/getall 

遠心分離機の現状の問合せ、設定値と現状値の提供。 

リクエスト: 

No data 

レスポンス: 
{ 

"actualValues": { 

"ace": <ace value in x.xxExx>, 

"powerDown": <true orfalse> 

"rcf": <rcf value in xg>, 

"rpm": <rotation speed in rpm>, 

"state": <state identifier>, 

"temperature": <temperature in °C>, 

"time": <time format hh::mm::ss> 

}, 

"error": <error object>, 

"name": <centrifuge name> 

"program": <program name>, 

"rotorName": <rotor name> 

"setValues": { 

"accelerationProfile": <profile number>, 

URL 許可されている方法  説明 

<device ip>:<port>/getall GET 遠心分離機の現状に関する情報とデータ 

 

<device ip>:<port>/getstate GET 概略情報。遠心分離機の状況と名称のみ 
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"ace": <ace value in x.xxExx >, 

"decelerationProfile": <profile number>, 

"rcf": <rcf value in xg>, 

"rpm": <rotation speed in rpm>, 

"temperature": <temperature in °C>, 

"time": <time in hh::mm::ss> 

}, 

"user": <user name> 

} 

<error object>: 

{ 

"code": <error code>, 

"description": <error description in gui language> 

"title": <error title / type of error> 

"time": <error occurrence time in year/month/day hh:mm:ss> 

} 

値がない場合は、ゼロとなります。 これは、以下のオペレーションモード間での認識に使

用できます: 

•  RPMモードの遠心分離機： rpm 設定、rcf は zero ゼロの値を含む 

•  RCF モードの遠心分離機： rpm は zero の値を含む、rcf 設定 

オペレーションモード時間の認識、ホールド、ACE は、以下の通りです: 

• 時間モード: 時間 設定、ace 値は{ゼロ 

• ACE モード: 時間 は ゼロ、ace 設定 

• ホールドモード: 時間モードと同様、但し設定値の時間 もゼロ 

例 

遠心分離機が時間 RPMモード時にエラー発生: 

{ 

"actualValues": { 

"ace": null, 

"powerDown": false 

"rcf": null, 

"rpm": 0, 

"state": "EREADY", 

"temperature": 0, 

"time": "00:02:00" 

}, 

"error": { 

"code": 36575, 

"description": "Error Text", 

"title": "Centrigue Error", 

"time": "2015/03/23 03:32:37 PM" 
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}, 

"name": "My Centrifuge", 

"program": "", 

"rotorName": "F10-4x1000 LEX", 

"setValues": { 

"accelerationProfile": 9, 

"ace": null, 

"decelerationProfile": 9, 

"rcf": null, 

"rpm": 500, 

"temperature": 0, 

"time": "00:02:00" 

}, 

"user": "Centrifuge User" 

} 

 

遠心分離機がホールド RCFモード: 

{ 

"actualValues": { 

"ace": null, 

"powerDown": false 

"rcf": 0, 

"rpm": null, 

"state": "STOPPED", 

"temperature": 0, 

"time": "00:00:38" 

}, 

"error": null, 

"name": "My Centrifuge ", 

"program": "", 

"rotorName": "F10-4x1000 LEX", 

"setValues": { 

"accelerationProfile": 9, 

"ace": null, 

"decelerationProfile": 9, 

"rcf": 1000, 

"rpm": null, 

"temperature": 0, 

"time": null 

}, 

"user": "" 

} 
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遠心分離機が ACE-RPMモード: 

{ 

"actualValues": { 

"ace": "0.00E00", 

"powerDown“ : false 

"rcf": null, 

"rpm": 0, 

"state": "STOPPED", 

"temperature": 0, 

"time": null 

}, 

"error": null, 

"name": "My Centrifuge", 

"program": "", 

"rotorName": "F10-4x1000 LEX", 

"setValues": { 

"accelerationProfile": 9, 

"ace": "2.22E02", 

"decelerationProfile": 9, 

"rcf": null, 

"rpm": 500, 

"temperature": 0, 

"time": null 

}, 

"user": "" 

} 
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GET <device ip>:<port>/getstate 

遠心分離機のステータスと名称を問い合わせる。 

リクエスト: 

No data 

レスポンス: 

{ 

"name": <centrifuge name>, 

"powerDown" : <true or false> 

"state": <state identifier> 

} 

例 

{ 

"name": "My Centrifuge ", 

"powerDown" : false 

"state": "STOPPED" 

}
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